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最近の亙dwardsや Anderson連の実験によれ fle3の濃度が 6%以下では
少な (とも3moKまで､ 相分離な しに､fie?が貴e4溶けておれ 3-35mQKの温







音速､密度であるO この相互作用を用いた-- トレーエネルギーはフエル ミエ
ネルギーに比 して非常に/j＼さいので､相互作用は弔い引力であるOこの ような
相互作房の物理的源を､ レグユーを兼ねなが ら､巨魂的並びに徴胡的に都築 ･
恒藤が論 じ､大兄 ･聴井は､速度依存性のある相互作用-は どのようになるか を
正準変換法及び位相の変分法で論 じたO宗田によb代読された沢田の仕事は､
相分離をmixtureの den∈;iもy fユuctuationに対する不安定性 として論 じ
たOこの仕事は当報告には含まれていない.当誌 2月号を見 られたい｡
一柳は員e4系のPhonon-phonon相互作用につし1て論 じた｡- ミル ト三アン
を密度演算子 とそれに正準共蛎な演算子で書 く砂川達の方法を用いて､具体的
には､dy‡迫micaユIiquidsもrucもurefactor の構造を調べた.
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